
(45) 9 

山口大学工学部研究報告 

 

雪舟による山水画の空間構成に関する研究 

－14 組 21 幅の掛幅を対象として－ 
真木利江（感性デザイン工学専攻） 関本佳奈（感性デザイン工学専攻） 

The spatial composition of Landscape paintings by Sesshu. 
－Analysis of 21 Hanging scrolls－ 
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Sesshu is famous as the great artist in Muromachi era. The aim of this paper is to clarify the spatial 

composition of landscape paintings by him. This paper focuses twenty-one Landscape paintings drawn as 

Hanging scroll. In consequence, these can be divided into five types: 1)Intermitting and Rising, 2)Curving 

by both sides, 3)Curving by one side, 4)Zigzag line and 5)Contrast of near and far. 
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１．はじめに 

本研究は、雪舟(1420-c.1506)の真筆とさ

れている山水画を対象とし、そこに描かれる

山水の空間構成の特徴を明らかにすることを

目的とする。 

 現在、われわれをとりまく環境に対する社

会的な関心を背景に、技術的な観点からのみ

ならず、文化的な観点から綜合的に風景の中

に生きる人間のあり方が広く問い直されてい

る。日明貿易等により中国から日本にもたら

された山水画は、室町期の禅林を中心にはぐ

くまれ、庭園、文学、建築、茶道や華道と深

く結びつきながら日本独特の造形の原型をか

たちづくることになる。また水墨山水画の多

くは詩画軸の形式を持った書斎図として制作

され、「山水臥游」といわれるように、現実に

はあわただしく騒がしい所にいたとしても、

心中は静かな山水に隠棲するといった禅の理

想に結びついた内容となっており、山水画は

自然の風景の中で本来の生を生きる契機とな

っていたと考えられている。 

 当時中国よりもたらされた山水画のうちい

くつかは日本において規範として扱われ、画

家達はこれらの作品を繰り返し模写すること

を通して山水画を受け入れていった。雪舟は

室町期を代表する存在であるのみならず、直

接に明にわたり、その山水を直接目にし、帰

国後も旅を通して各地の風景に触れ、中国の

山水画の単なる模写にとどまらない独特の境

地を開いた画家ととらえられている。 

 明治期以降、美術史の分野においては、雪

舟に関する膨大な研究が蓄積されてきた1。ま

た専門の研究者に限らず著述家、作家による

多様な言説が存在している2。しかし、画家と

作品に対して非常に高い評価が与えられる一

方で、その評価は「画聖」「禅僧」といった漠

然とした論拠にもとづいたものとなっており、

絵画自体を対象とした研究が十分に進んでい

ないことが、近年の美術史分野においても反

省されている3。建築学において、絵画に描か

れた風景を分析する主な先行研究として浮世

絵や 19 世紀風景画を対象とするものが挙げ
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作品No. 名称 幅No. 所蔵 寸法 (cm)
1 山水図 ① 根津美術館 57.6×34.7

2 山水図 ② 根津美術館 最大径31.3

3 山水図 ③ 京都国立博物館 101.2×33.5

4 山水図 ④ 正木美術館 99.5×33.7

5 湖亭春望図 ⑤ 吉川史料館 84.0×36.4

6 四季山水図 春⑥,夏⑦,秋⑧,冬⑨ 東京国立博物館 各149.3×75.7

7 山水図 ⑩ 香雪美術館 88.3×45.6

8 山水図 ⑪ 菊屋家住宅保存会 22.7×35.4

9 秋冬山水図 秋⑫，冬⑬ 東京国立博物館 各46.3×29.3

10 山水図 ⑭ 個人 25.9×35.7
11 四季山水図 春⑮,夏⑯,秋⑰,冬⑱ 石橋財団石橋美術館各70.6×44.2
12 山水図 ⑲ 東京国立博物館 148.8×32.7

13 山水図 ⑳ 個人 119.0×35.9

14 山水図 21 個人 99.3×39.6

15 四季山水図巻 京都国立博物館 21.5×1151.5

16 四季山水図巻 毛利博物館 39.8×1653.0

地形 山／水面

樹木・人為的要素 樹木・建物／道／人物

連続性 連続／断続

方向性

奥行：近景／中景／遠景
水平：左／中央／右
垂直：上／中段／下

奥行：奥行感、水平：広がり感、垂直：上昇・下降感

構成要素

配置の様相
位置

られるが、中世の山水画を対象として、その

空間構成を問う研究はほとんど存在しない4。 

 われわれは雪舟の山水画を、室町期に理想

化され、表象され、共有され、生きられた作

品と捉え、当時における風景とその表象の型、

つまり自然に対する文化的な型を見いだすこ

とを意図している。しかし、そのためには今

後本研究は 2 つの方向へ拡張される必要があ

る。まず室町期に山水が生きられた文化的背

景や、個々の山水画の持つ意味の解明である。

また、同時代の山水画へと研究対象を拡大し、

比較検討する必要があろう。本稿はこうした

展望のもとにある第一報である。 
 

２．研究の対象と方法 

2-1. 雪舟の山水画 

 雪舟の真筆とされている水墨山水画のうち、

実景図に近いとされる山水画をのぞき、理想

的な山水の姿を描いたと考えられている作品

は 16 にのぼる（表１）5。このうち掛軸の山

水画が 14 組 21 幅(作品 No.1-14)、巻子が 2

巻(No.15-16)となっており、本稿では画面形

状の相違、掛軸の構図が晩年に描かれた巻子

の構成に影響を与えた可能性の 2 点を考慮し、

掛軸を対象とする。 

 掛軸 14 作品のうち、四季山水図など、季節

の移り変わりを表現したものが 3 組 10 幅

(No.6, 9, 11) 画面上部に詩の賦された詩画

軸の形式をもつものが 7幅(No.3, 4, 5, 7, 12 

-14)となっている。また5幅 (No.2, 4, 8, 10, 

12)は破墨・潑墨とよばれ、画面に一気に墨を

注ぎ、淡墨と濃墨によって立体感を表す独特

の技法で描かれている。本研究では、詩賦や

画題によって山水画にあたえられている意味

についてはいったん問題を保留し、21 幅を

個々の独立した作品として対象化する。以下、

幅 No.で記す。 
 

表１：雪舟による山水画 

表２：分析指標 

 

2-2.分析の流れ 

 山水画の空間構成の特徴を明らかにするた

め、まず 21 幅に共通する山水の構成要素を確

認する。次にそれぞれの作品について構成要

素の配置の様相を分析的に記述するとともに、

それにより空間に与えられる方向性を抽出す

る。これらをもとに山水画の類型化を試み考

察を加えるものとする。 

＜構成要素＞山水の構成要素はおおきく地形

と樹木そして人為的要素に区分することがで

きる。地形は山や谷等の地面の起伏と水面を

含み、山水画の骨格をなすものである。地形

のひろがりの中で樹木や人為的要素はしばし

ば誘目性を持った要素として点在することに

なる。人為的要素には建物・道・人物が含ま

れる。 

＜配置の様相＞山水の構成要素の配置の様相

を三次元的な空間の拡がりにとらえなおすた

め、山水画に描かれる空間全体を、前後・左

右・上下つまり、奥行・水平・垂直の３方向

を持つ幾何学的な空間の拡がりとしてとらえ、

構成要素の配置の様相を、全体の空間内で相

対的にとらえなおす。奥行方向は近景／中景

／遠景、水平方向は左／中央／右、垂直方向

は上／中段／下へそれぞれと区分し、連続／

断続の様相を確認していく6。 

＜空間の方向性＞構成要素の配置によって、

空間の垂直、水平、奥行の３方向に対応する

上昇・下降感、広がり感、奥行感といった動

きのある方向性が空間に与えられる。それぞ

れの作品において卓越する方向性を抽出する。 

 
３．山水画の分析 

①山水画：根津美術館蔵（図１） 

＜配置の様相＞近景から中景の右下に山、遠

景の山は左に配置されている。そして、水面

が右の山を回りこむよう近景から遠景へ連続

する地形となっている。近景の山の右背後に

ほぼ垂直に松の木がのび、その左の背後には
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入母屋の建物がある。建物の中には遠景の山

の方向をのぞむ人物が描かれている。 

＜空間の方向性＞右へ回りこむ水面の連続性

によって、広がり感をともなう奥への方向性

が創出され、水面により隔てられた右の近景

と左の遠景が対照をなす構成となっている。 

②山水図：根津美術館蔵（図２） 

＜配置の様相＞中景の右下に山があり、それ

を近景から遠景にかけて右へ回りこむよう連

続した水面が配された地形となっている。中

景中央に樹木、その右の背後に建物がある。

遠景左に舟に乗った人物が描かれている。 

＜空間の方向性＞右へと回りこむ水面の連続

性によって広がり感とともに奥行き方向の連

続性が創出され、舟が広がり感を強調してい

る。右の山はやや上昇感をもっており、樹木

がそれを強調している。 

③山水図：京都国立博物館蔵（図３） 

＜配置の様相＞近景の山は左下、中景の山は

右中段におおきく垂直方向に配置され、その

さらに右上に遠景の山がある。近景と中景の

間を連続した谷が右へ回りこむ地形となって

いる。中景の山には木立の間に建物群が見え

隠れする。道は近景と中景にあり、近景に驢

馬に乗った人物と従者が歩いている。 

＜空間の方向性＞右側に重ねられた垂直方向

の山が上昇感をあたえるとともに、右へ回り

こむ谷が奥行き方向の連続性を創出している。 

④山水図：正木美術館蔵（図４） 

＜配置の様相＞近景の右下に山があり、中央

から右上に中景の山が、遠景は左に陸地で構

成されている。近景から陸地まで水面が連続

し、やや右へと回りこむよう構成されている。

中景の山の右下に建物群、陸地左に建物があ

り、舟に乗った人物が近景中央と中景左にそ

れぞれ描かれている。中景上部の山裾は水面

に浮き立つよう構成されており、遠景の陸地

との前後関係が非常に不明瞭になっている。 

＜空間の方向性＞連続した水面が右へと回り

こむことで、広がり感とともに奥への方向性

を創出している。また、近景と中景の山は上

下に重ねられて配され、その間に余白がある

ことで強い上昇感が与えられ、垂直方向への

奥行きが創出されている。 

⑤湖亭春望図：吉川史料館蔵（図５） 

＜配置の様相＞近景から中景の山が右下に、

遠景の山は右側に重心を置いて左右へ広がる

ように構成されている。右下の山を右へと回

りこむよう近景から遠景へ連続した水面が広

がる。近景の山を右に回りこむ道が配されて

いる。近景の山には松の木が高くのび、その

左下に人物と四阿が描かれている。 

＜空間の方向性＞連続した水面が水平方向と

奥行きの連続性を創出している。また、近景

から中景にかけては樹木等の配置によってや

や上昇感が与えられて奥へと連続する構成と

なっている。 

⑥四季山水図 春：東京国立博物館蔵（図６） 

＜配置の様相＞近景から遠景にかけて断続的

な山が左右からはり出すよう配置され、山の

重心は右側に置かれている。近景左下と中央

奥右にそれぞれ建物があり、それをつなぐよ

うに近景左下から左右に蛇行しながら中景奥

の四阿へ向かう道が配されている。近景左下

には驢馬に乗った人物と従者が描かれている。 

＜空間の方向性＞山間を縫うように空間と道

が蛇行しながら登ることで、水平方向の動き

をはらむ連続性が奥やや上方への方向性を創

出する。近景から中景では、山の重なりによ

り垂直性が与えられた構成となっている。 

⑦四季山水図 夏：東京国立博物館蔵（図７） 

＜配置の様相＞近景から中景は断続的な山が

下あるいは左右からはり出し、遠景上に独立

峰が配置されている。近景から中景右中段の
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滝を経て、中景左へと水面が続く。中景中央

に松の木、その右下に建物を支える橋があり、

遠景の山の頂には塔を中心に建物群がある。 

＜空間の方向性＞近景から中景は蛇行した空

間が水面によって強調されながら高低差をと

もなって連続し、蛇行しながら奥へと上昇す

る方向性を与えている。中景から遠景にかけ

て急激な上昇によって強い上昇感をともなう

奥行きが構成されている。 

⑧四季山水図 秋：東京国立博物館蔵（図８） 

＜配置の様相＞近景下から中景中段は左右か

ら複数の断続的な山がはり出し、遠景上部に

は独立峰が構成されている。建物は近景と中

景中央下に群、右中段に単体で徐々に上へと

点在し、中に複数の人物が描かれている。道

は中景中央と遠景右の中段に断続して配され

ている。 

＜空間の方向性＞近景から中景は山間を縫う

空間がやや垂直方向の上昇をともなって左右

の広がりをはらみながら奥行きの連続性を創

出している。中景から遠景へは急激な垂直方

向の奥行きが与えられ、霞によって強調され

ている。 

⑨四季山水図 冬：東京国立博物館蔵（図９） 

＜配置の様相＞近景は右下に小さな岩山が、

中景から遠景にかけては断続的に垂直な山が

左側に重心をおいて配されている。近景から

遠景にかけて、山間に水面と陸地が連続し、

山を左へと回りこむような地形となっている。

近景の左下に松の木、その右下に橋があり、

中景右には舟とともに建物群が配されている。 

＜空間の方向性＞左側を重心に重ねられた垂

直の山が上昇感を与えている。また、連続し

た陸地と水面が左へと回りこむことによって、

奥行き方向の連続性が創出されている。 

⑩山水図：香雪美術館蔵（図 10） 

＜配置の様相＞中景から遠景にかけて中央に

複数の山が徐々に高くなりながら重ねられて

構成されている。それらを両側から水面が回

りこみ、近景から遠景にかけて連続した地形

となっている。中央の山の右下に樹木に覆わ

れた建物群があり、さらに奥にも建物が配さ

れている。近景左下には舟があり、そこから

中央の山に向かって道が山間を蛇行し、そこ

を歩く人物が描かれている。 

＜空間の方向性＞近景の水面を経て中景から

次第に高くなる山が、垂直方向へ上昇感をと

もなう奥行きを創出している。また近景から

遠景まで広がる水面の連続性によって、水平

方向への広がり感をともないながら連続する

奥行きが構成されている。 

⑪山水図：菊屋家住宅保存会蔵（図 11） 

＜配置の様相＞近景から中景中央にやや水平

に広がった山が構成され、それを連続した水

面が右へと回りこむよう構成されている。山

の中央は凸状にやや隆起し、その左背後には

建物が配されている。右には同様に山が隆起

し、そこにややおおきく樹木が配されている。

遠景左には舟が描かれている。 

＜空間の方向性＞右へと回りこむ連続した水

面によって、広がり感とともに奥行き方向の

連続性が創出されている。また、山がほぼ一

定の高さで水平に広がり、さらに舟や樹木等

も水平に配されることで、より水平方向の広

がりが強調されている。 

⑫秋冬山水図 秋：東京国立博物館蔵（図 12） 

＜配置の様相＞近景から遠景にかけて、左右

から断続的な山がはり出している。山の重心

をやや右に置き、近景から中景にかけて水面

が右に回りこむような地形となっている。近

景左右と遠景中央に建物があり、それらを結

ぶように山の間を蛇行した道が構成されてい

る。中景から遠景中央に二人の人物が座って

いる。 
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＜空間の方向性＞山の間を蛇行する空間と道

が奥へ連続することで、水平方向の動きとと

もにやや上方奥への方向性も創出されている。

また、右側に連続して重なる断続的な山によ

って、近景から中景にやや垂直性が与えられ

ている。 

⑬秋冬山水図 冬：東京国立博物館蔵（図 13） 

＜配置の様相＞近景から遠景へ、次第に奥へ

と高さを加えながら左右からの山が重ねられ

ている。山の重心は右側に置かれ、中景から

遠景の山は上部に垂直方向へとはり出して構

成されている。遠景中央に建物群があり、そ

の周囲には樹木が配されている。道は山間を

蛇行し、近景右下に舟、中央に人物が描かれ

ている。 

＜空間の方向性＞山間を左右に蛇行しながら

空間と道が奥へと連続することで、水平方向

の動きを強くはらんだ連続性が創出され、ま

たやや上方奥への方向性が同時に与えられて

いる。さらに右側を重心に山が重ねられ、中

景上部の山のはり出しによって、近景から中

景にかけて垂直方向への奥行きが創出される。 

⑭山水図：個人蔵（図 14） 

＜配置の様相＞中景中央に山と陸地が配され、

それを左へ回りこむように連続した水面が近

景から遠景にかけて構成された地形となって

いる。中景中央に隆起した山の上部に樹木群

があり、その左下には木立の間に建物が見え

隠れする。中景右には舟に乗った二人の人物

が向かい合って描かれている。 

＜空間の方向性＞近景から左へと回りこむ水

面の連続性によって、広がり感とともに奥行

き方向の連続性が創出されている。また、中

景右に配された舟が水平方向への広がりを強

調している。 

⑮四季山水図 春：石橋美術館蔵（図 15） 

＜配置の様相＞近景から遠景にかけて左右か

ら断続的な山がはり出している。中景右中段

に垂直性の強い山が構成され、山の重心は右

側に置かれている。近景中央に樹木、その右

下に四阿があり、遠景中段の中央にはややお

おきく建物が描かれている。道は近景右下か

ら四阿を経て右上へと蛇行しながら構成され

る。 

＜空間の方向性＞近景から遠景へと空間が左

右に蛇行しながらやや上へと連続することで、

水平方向の動きをはらんだ上方やや奥への方

向性が創出されている。また、近景から中景

にかけて上昇感が与えられている。 

⑯四季山水図 夏：石橋美術館蔵（図 16） 

＜配置の様相＞近景から遠景へ断続的な複数

の山が右に片寄って構成され、とくに奥は強

い垂直性をもつ山で構成されている。近景左

下から中景にかけてわずかに水面があり、右

へ回りこむような地形となっている。近景中

央に樹木群が配され、その左下に建物と舟、

その右奥の中景中段には柵に囲われた場所が

配され、二人の人物が描かれている。 

＜空間の方向性＞右側に配された山が、除々

に上へと重ねられることで上昇感が創出され

ている。また、山が右側に片寄り、さらに水

面が右へと回りこむことで、奥行き方向の連

続性が構成されている。 

⑰四季山水図 秋：石橋美術館蔵（図 17） 

＜配置の様相＞近景から遠景まで左右から断

続的に山がはり出し、とくに遠景右は高さの

ある山が構成されている。近景右下から中景

にかけてやや高低差をもった水面が構成され

ている。遠景やや左に建物群、近景左に樹木、

その右下に舟に乗った人物が描かれている。

道は近景から遠景へ断続的に配されている。 

＜空間の方向性＞山の間を縫うように空間と

水面が連続して蛇行することで、水平方向の

動きをはらんだ奥への方向性がやや上昇しな
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がら創出されている。近景から中景には山に

よってやや上昇感が与えられている。 

⑱四季山水図 冬：石橋美術館蔵（図 18） 

＜配置の様相＞近景から遠景へと、左下から

中央上部に断続的な山が高低差をもって配さ

れている。中景右下には水面があり、各景の

山を覆うように樹木が構成されている。その

下には道が配され、近景から右へと回りこみ、

中景から上部へと登るよう構成されている。 

＜空間の方向性＞近景から中景はやや左に片

寄りつつも、道が次第に上へと登りつつ空間

が連続することで水平方向の動きをはらんだ

奥行きの連続性が創出されている。また、次

第に高さが与えられ中景から遠景にかけて垂

直方向の強い奥行きが与えられ、上昇感をと

もなう構成となっている。 

⑲山水図：東京国立博物館蔵（図 19） 

＜配置の様相＞中景から遠景の中央に複数の

山が重ねられ、最奥部に垂直の山がある。そ

れらを左右両側から近景から遠景まで連続し

た水面が構成されている。中央中段に樹木、

その右下に垣根で囲われた建物が配されてい

る。遠景右下に二人の人物が向かい合って舟

に乗る姿が描かれている。 
＜空間の方向性＞近景から遠景へと連続する

水面が左右への広がり感を与えつつ、奥行き

の連続性を創出している。また、山が垂直方

向に重ねられることで強い上昇感をともなう

奥への方向性が与えられる。 

⑳山水図：個人蔵（図 20） 

＜配置の様相＞近景から中景にかけて複雑な

形状を持つ山が左右から断続的にはり出して

重層する。遠景は水面が左右に連続して構成

され、水面の奥は山並みによって境界づけら

れている。近景中央の山に樹木が垂直にのび、

その右に複数の建物、左には四阿がある。山

間を近景から四阿へ道が蛇行し、近景には二

人の人物が描かれている。 

＜空間の方向性＞近中景では、断続的な山の

間を縫う道の連続性によって水平方向に動き

のある奥行感が創出され、岩山や樹木が強い

垂直性をもつ構成となっている。これに対し

遠景では水面が左右水平に連続することで、

近中景の岩山部と、遠景の水面部の構成が対

照をなす構成となっている。 

○21山水図：個人蔵（図 21） 

＜配置の様相＞近景中央にやや傾いた山があ

り、垂直性をもつ中景の山が右からはり出し

て重層する。遠景には左右に連続した水面が

あり、さらにその奥に山並みが構成される。

近景の山頂に垂直にのびた樹木があり、建物

は近景から中景に点在している。道は近景左

下から中景の右奥へと蛇行しながら配されて

いる。 

＜空間の方向性＞近中景と遠景は対照的な構

成で、前者は高さのある断続的な山間を道が

蛇行することで、水平方向をともなう奥行き

をもち、同時に強い垂直性をともなう奥行き

が創出されている。一方、遠景では水面が左

右へと連続することで強い水平方向の広がり

が与えられている。 

 

４．空間構成の特徴 

4-1. 空間構成の類型 

 21 幅の山水画について、構成要素の配置の

様相と空間の方向性に注目して空間構成を整

理すると、おおきく５つの類型を抽出するこ

とができる。各タイプについてアイソノメト

リック図法によりモデル化し、構成要素の配

置の様相と空間の方向性を同時に表示するこ

とを試みた（図 22－26）。また各作品をタイ

プに分類し、その空間構成がモデルに示した

ものと近いか遠いかを相対的に評価し、欄ご

とに上段左から右の順に配列した一覧表を示
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す（表３）。 

1) 断続上昇タイプ 

＜配置の様相＞

近景から中景に

かけて、左右両

側から断続的に

山がはりだし、

左右に蛇行した

空間が上昇しな

がら連続する。

樹木や建物は高

低差のある地形

に点在し、遠景は画面上に垂直性をもつ断続

的な山で構成される。 

＜空間の方向性＞近景から中景にかけて蛇行

する山間の空間が奥へと連続することで、水

平方向と垂直方向の動きをはらんだ奥への方

向性が与えられ、樹木や建物の配置がこれを

強調する。また断続的な遠景の山が奥へ上昇

する強い垂直性をつくり出している。 

2) 両側回りこみタイプ 

＜配置の様相＞

画面中央に中景

から遠景へ、複

数の山が重ねら

れ、近景の水面

がその左右両側

をまわりこむよ

うにして遠景へ

と連続する地形

で構成される。

中央の山の右下に建物が配され樹木は中段に

点在する。 

＜空間の方向性＞近景から遠景にかけて中央

部に次第に高くなりながら連続する山の量塊

によって、上昇しながら奥へ連続する方向性

が与えられている。同時に中央の山の両側を

回りこむ水面の連続により、水平方向にもや

や動きのある奥行きの方向性を与えている。

近景から遠景へ連続する二つの対比的な方向

性を特徴とする。 

3) 片側回りこみタイプ 

＜配置の様相＞

近景から中景に

かけて左右いず

れかに片寄って

山が重ねられ、

それを近景から

の水面または谷が回りこむようにして遠景へ

連続する。しばしば近景に樹木や建物が配さ

れる。２幅を除き、全体の山の重心は右側に

置かれた右回りこみの構成となっている。 

＜空間の方向性＞近景から遠景にかけて連続

する水面や谷が水平方向の広がり感をともな

う奥行きの方向性を与えている。また、片側

に重心を置いて重ねられる山や垂直に配され

た樹木によって近景から中景にかけて上昇感

をともなった奥への方向性が与えられている。 

3) 蛇行タイプ 

＜配置の様相＞

近景から遠景へ

かけて、左右両

側から断続的に

山がはりだし、

山の間を縫うよ

うにして空間が

左右に蛇行しながら奥へと連続する。蛇行す

る空間は奥に行くにしたがってやや高くなっ

ており、最奥部に建築物など、誘目性の高い

要素が配置されるが、全ての場合において左

奥への配置となっており、断続的に配置され

る左右の山の重心は右側に置かれている。 

＜空間の方向性＞ 山の間の空間が蛇行しな

がら奥へと連続することで、水平方向の動き

をはらんだ奥への方向性が卓越する。この方

向性はやや垂直方向への上昇もともなう。ま

た右側に重心を置いて重ねられる断続的な山

の量塊の連続によって、近景から中景にかけ

ては垂直性をはらむ奥への方向性が与えられ

ている。 

5) 遠近対比タイプ 

＜配置の様相＞

近景から中景へ

かけて、特徴的

な形態をもつ岩

山が左右両側か

ら断続的にはり

だし、近景中央

に樹木、中景右

中に建物が配される。遠景は左右に広がる水

面で、その奥は山並みで境界づけられている。

＜空間の方向性＞近中景では特徴のある岩山

の形態によって複数の強い垂直性が与えられ、

樹木の配置もこれを強調する。また断続的な

岩山の間を縫う空間が水平方向の動きを持っ

て奥へと連続し、近中景は複雑な方向性を与



16 (52)

Vol.58  No.2  (2008) 

えられている。これに対し遠景では左右に広

がる水面が強い水平性を与えており、近中景

と遠景とが対比的な方向性をもつ特徴がある。 

4-2.類型間の空間的関係 

 ５つの類型がもつ空間の方向性は、おおき

く３つに区分して捉えることができる（図27）。

まず山の量塊等が、奥行き方向に徐々に高く

なりながら重層することで与えられる方向性

で、徐々に上昇しながら奥へと進む、上昇感

と奥行感を併せもつ方向性（上昇奥行とする）

である。次に山の量塊の間にある水面や空間

が連続することによりもたらされる方向性で、

これは左右に回り込みまたは蛇行することで

水平方向の動きをはらみながら奥へと進む広

がり感と奥行感を併せ持つ方向性（広がり奥

行とする）である場合と、水面や空間が主に

水平方向にのみ連続し左右の広がり感のみが

卓越する方向性（広がりとする）にわけて捉

えることができる。 

５つの類型が持つ方向性は、この３つの方

向性の組合せとして理解することができる。

まず断続上昇タイプでは、近景から中景にか

けてはやや蛇行しながら、遠景まで上昇する

ひとつの方向性が卓越しており、上昇奥行と

広がり奥行が統合された方向性として捉える

ことができる。両側回り込みタイプ、片側回

り込みタイプ、蛇行タイプはいずれも広がり

奥行と上昇奥行きが近景から中景または遠景

にかけて並置され、広がり感、奥行感、上昇

感が複合的に組み合わされている。遠近対比

タイプは近景では強い上昇奥行が、遠景では

広がりが卓越し、近中景と遠景で空間の方向

性が転換している。 

 

６．おわりに 

 雪舟の山水画に描かれる空間構成に注目し

て、21 幅から５つの類型を抽出し、各類型の

空間的関係を整理することができた。今後は

これらをもとに巻子の空間構成分析を行い、

総合的に空間構成の特徴を明らかにしていき

たい。 

 
注記 

1沼田頼輔『画聖雪舟』聚精堂、1912 他。近年では、畑靖紀『雪

舟山水画研究』2001、金澤弘『雪舟の芸術・水墨画論集』秀作

社出版、2002 等があげられる。 
2山下裕二編『雪舟はどう語られてきたか』平凡社、2002 
3畑靖紀「山水長巻研究：その＜かたち＞と＜意味＞をめぐって」

『天開圖畫』2 号、1998 他 
4萩島哲他『広重の浮世絵風景画と景観デザイン』九州大学出版

会、2004、小野恭平「山水の楽・序説：中世詩画軸の題詩から

みた」日本建築学会計画系論文集、第 551 号、2002 
5山口県立美術館他編 『雪舟等楊－「雪舟への旅」展 研究図録』

中央公論美術出版、2006、p29,p305-307 の編年私案、研究図版

目録をもとに模倣によらず極めて実景図に近いものを除く経年

順の作品リストを作成。 
6雪舟に限らず、東洋の山水画においては、西洋の線遠近法と異

なる三遠法（高遠・深遠・平遠）、遠くのものを大きく描く逆遠

近法など独特の遠近表現がほどこされ、また山水の全貌を描か

ず、一部を描くことで逆に全体的な理念を表現する「残山剰水」

の思想的背景も知られている。個々の作品について山水の形態

の読み解きが困難である場合については明記することとした。 
 
図版出典 

図 2-4、10、19-21：『雪舟 Sesshu』より引用の上、加筆。 

図 6-9、12-13、15-18：『日本美術絵画全集 第４巻＜雪舟＞』よ

り引用。トリミングの上、加筆。 

図 1、5、11、14：『雪舟等楊－「雪舟への旅」展 研究図録』よ

り引用。トリミングの上、加筆。 

図 22－27：筆者作成 

（平成 19年 12月 2 1 日受理） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


